
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「村松みえ子と「市民の代表送る会」の約束」 

◇「私はあの憲法は認めない」（石原知事）と公言し、「日 

 の丸・君が代」を強制する都政のゆがみをただし、憲法と 

 教育基本法が生きる都政を実現します。 

◇自然環境、生活環境を破壊する大型開発への規制を強化し、 

 緑や清流の保全、防災対策の充実と生活環境の整備をすす 

 めます。 

◇予算の使い方を改めて、高齢者、子ども、障害者をはじめ、 

 すべての都民の福祉と教育、くらしと営業をまもります。 

◇都政、都議会のなれ合いや腐敗をただし、都民参加の開か 

 れた都政・都議会を実現します。 

村松みえ子さんを都政に送ろう 

     「日野市民の代表を都政に送る会」 
 6 月 24 日告示の東京都議会議員選挙。定数 2 の日野の議席を、馬場市政与党に独占させるわけにはいかない

と、先の市長選挙で「憲法が生きるまち」などをめざして共同した市民十氏が呼びかけて、『日野市民の代表を

都政に送る会』が結成され、市民の立場から日本共産党の村松みえ子さんを支援することになりました。 

 5 月 30 日には多摩平の森・ふれあい館で結成総会が開かれ、村松さんは 4 項目の「村松みえ子と『送る会』 

の約束」に調印、決意を述べました。 

 なお、この会結成の呼びかけ人は、次の方々です。 

 池上洋通 内海トミ 木下正次 窪田之喜 小島輝雄 小林和 塚本伸 野田君江 武藤加枝 森川真生 

結成 
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（
結
成
に
む
け
て
発
表
さ
れ
た
「
呼
び
か
け
」
を
紹
介
し
ま
す
） 

 

日
野
市
民
の
代
表
と
し
て 

 

村
松
み
え
子
さ
ん
を
都
政
に
送
り
ま
し
ょ
う 

「
仮
称
・
日
野
市
民
の
代
表
を
都
政
に
送
る
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
結
成
を
呼
び
か
け
ま
す 

 

先
の
市
長
選
挙
で
の
ご
活
躍
に
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
窪
田
之
喜
さ
ん
を
先
頭
に
大
健
闘
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
勝
利
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
私
た
ち
は
、
市
民
が
立
場

の
違
い
を
理
解
し
あ
い
、
共
同
し
て
運
動
を
す
す
め
、
「
怒
り
の
市
民

連
合
」
と
で
も
い
う
べ
き
豊
か
な
共
同
関
係
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
ス
ト
ッ
プ
ま
ち
こ
わ
し
、
緑
と
清
流
と
広
い

空
を
」
「
地
域
で
安
心
、
子
育
て
か
ら
介
護
ま
で
」
「
憲
法
が
生
き
る

自
治
の
ま
ち
を
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
示
さ
れ
る
政
策
は
、
市
民
の

切
実
な
願
い
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
さ
ら
に
市
民

の
共
同
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

 

私
達
は
、
そ
の
市
民
の
共
同
を
広
め
る
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し

て
、
き
た
る
べ
き
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
（
六
月
二
四
日
告
示
・
七
月

三
日
投
開
票
）
を
重
視
し
、
日
本
共
産
党
の
村
松
み
え
子
さ
ん
を
都
政

に
送
り
出
す
た
め
に
、
市
民
に
よ
る
組
織
「
仮
称
・
市
民
の
代
表
を
都

政
に
送
る
会
（
市
民
の
代
表
を
送
る
会
）
」
を
立
ち
上
げ
、
力
を
合
わ

せ
て
運
動
を
進
め
る
よ
う
、
広
く
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

い
う
ま
で
も
な
く
都
議
会
議
員
選
挙
は
、
政
党
間
で
争
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
市
長
選
挙
と
は
性
格
が
違
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
度
の
都
議

会
議
員
選
挙
で
、
定
数
２
の
日
野
の
議
席
を
、
馬
場
市
政
与
党
に
独
占

さ
せ
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
が
市
長
選
挙
で
指
摘
し
た
市
政
の
ゆ
が
み
が

い
っ
そ
う
拡
大
し
、
市
民
の
共
同
に
も
重
大
な
影
響
が
現
れ
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
市
長
選
挙
で
共
同
し
た
私
た
ち
は
、
日
本
共
産
党
や

政
党
に
対
す
る
考
え
方
も
、
立
場
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
が
、
と
も
に

つ
く
り
だ
し
た
市
民
に
よ
る
新
し
い
政
治
運
動
の
流
れ
を
大
き
く
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
「
市
民
の
代
表
を
送
る
会
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。 

結
成
総
会
で
、
池
上
洋
通
代
表
と
握
手
す
る 
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よ
り
四
歳
児
未
満
ま
で
の
所
得

制
限
を
撤
廃
し
、
毎
年
対
象
年

齢
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
今
度
の
条
例
改
正

は
、
一
挙
に
小
学
校
就
学
前
ま

で
対
象
範
囲
が
広
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

村
松
み
え
子
前
都
議
は
、
都

と
し
て
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

を
無
料
に
す
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
ま
す
。 

 

六
月
一
日
か
ら
開
か
れ
て
い

る
市
議
会
に
、
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
制
度
の
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
た
め
の
条
例
改
正
が

提
案
さ
れ
ま
す
。
都
の
制
度
は

就
学
前
ま
で
の
医
療
費
を
助
成

す
る
も
の
で
す
が
、
所
得
制
限

が
あ
り
利
用
で
き
な
い
子
ど
も

が
出
て
き
ま
す
。 

 

そ
こ
で
市
区
町
村
な
ど
が
独

自
に
所
得
制
限
を
撤
廃
し
て
、

対
象
者
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。 

 

 

日
野
市
で
は
共
産
党
市
議
団

が
繰
り
返
し
要
求
、
昨
年
十
月

が
し
、
韓
国
併
合
に
つ
い
て
「
植

民
地
支
配
と
は
異
な
る
」
と
美
化
。

「
強
制
連
行
は
事
実
の
歪
曲
」
、

従
軍
慰
安
婦
は
「
歴
史
の
事
実
と

し
て
確
認
、
確
定
し
て
い
な
い
問

題
」
と
主
張
す
る
な
ど
、
タ
カ
派

三
羽
が
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

▼
都
議
選
に
む
け
開
か
れ
た
自
民

党
の
決
起
大
会
。
日
の
丸
・
君
が

代
の
石
原
都
政
の
も
と
、
悪
乗
り

し
た
の
か
「
天
皇
陛
下
万
歳
、
自

民
党
万
歳
」
と
叫
ぶ
候
補
者
も
。

「
靖
国
神
社
に
行
っ
て
、
必
勝
祈

願
を
し
て
き
ま
し
た
か
」
と
都
議

団
幹
事
長
。
古
賀
都
議
は
「
ち
ょ

う
ど
百
年
前
の
今
日
、
日
本
は
世

界
最
強
の
ロ
シ
ア
・
バ
ル
チ
ッ
ク

艦
隊
を
破
り
ま
し
た
」
と
挨
拶
。

▼
民
主
党
も
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

で
「
日
の
丸
」
を
掲
げ
、
岡
田
代

表
が
檄
を
と
ば
し
ま
し
た
。
今
度

の
都
議
選
の
結
果
は
、
地
方
政
治

の
問
題
に
止
ま
る
様
相
で
は
な
さ

そ
う
で
す
▼
「
昼
か
ら
ビ
ー
ル
を

出
す
な
ら
、
私
は
別
の
場
所
で
昼

食
を
と
る
」
。
国
内
視
察
の
折
、

都
議
で
あ
っ
た
村
松
さ
ん
が
宣
告

す
る
と
、
早
速
ビ
ー
ル
は
出
な
く

な
り
ま
し
た
。
庶
民
の
感
覚
な
ら

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。 

  

 “海外視察”という名の『豪華税金

旅行』－これが実態－という私たちが

全戸に配布したチラシ、お読み頂けた

でしょうか。都議会で４年前まで中止

されていた“海外視察”が復活。この

４年間に自民党・公明党・民主党の議

員が３８人も参加しました。平均する

と一人当たり１４８万円もの税金を使っています。 

 私が初当選してまっ先に取り組んだのが、このような海外視察

の抜本見直しでした。私は集団就職で山梨県から上京、繊維の職

場で働いていました。議員になる前の賃金は手取りで２０万円に

もなりませんでした。 

 そうした体験から、「都民の目線では考えられないこと」と訴

え続け、日本共産党が第２党に躍進した 1997 年から、こうした

海外視察は中止となったのです。しかし、２００１年に自民、公明、

民主、生活者ネットが、私たちの反対を押し切って、各会派ごと

に行く方式に変え復活させました。「ムダづかいをやめよ」の声

をあげ、中止に追い込みましょう。 

 

短信 

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
制
度 

 

十
月
か
ら
就
学
前
の
す
べ
て
の
子
ど
も
に
適
用 

 

東
京
地
裁
へ
提
訴
さ
れ
た

古
賀
俊
昭
都
議
と
い
え
ば
、

都
議
会
で
石
原
知
事
に
靖
国

神
社
へ
の
公
式
参
拝
を
う
な

七生養護学校の教員・保護者  

性教育「不適切」は、いわれなき非難  
 都教委、古賀都議などを東京地裁に提訴 

「
口
に
出
す
の
が
は
ば
か
れ
る
ほ
ど
先
鋭
化
」

な
ど
と
攻
撃
。
四
日
に
は
同
都
議
と
共
に
、
自

民
党
の
田
代
都
議
、
古
賀
都
議
（
日
野
市
選
出
）

ら
が
同
校
を
視
察
、
教
員
を
恫
喝
し
、
教
材
の

一
部
を
持
ち
去
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
都
教
委
は
教
材
を
没
収
、
同
年
九

月
に
は
教
諭
十
三
人
を
厳
重
注
意
な
ど
と
し
ま

し
た
。 

 

訴
え
を
起
こ
し
た
教
員
、
保
護
者
は
「
子
ど

も
の
学
ぶ
権
利
や
教
師
の
教
育
の
自
由
を
侵
害

し
、
憲
法
、
教
育
基
本
法
に
反
す
る
」
と
批
判
。

東
京
都
、
同
教
育
委
員
会
に
対
し
、
慰
謝
料
の

請
求
と
教
材
の
返
還
、
三
人
の
都
議
に
は
慰
謝

料
、
事
実
を
歪
め
る
報
道
を
し
た
産
経
新
聞
に

は
慰
謝
料
と
謝
罪
記
事
の
掲
載
を
求
め
ま
し
た
。 

 

東
京
都
教
育
委
員
会
が
、
都
立
七
生
養
護
学

校
で
行
な
わ
れ
て
き
た
性
教
育
（
「
心
と
か
ら

だ
の
学
習
」
）
を
「
不
適
切
」
と
し
て
教
職
員

を
処
分
し
、
教
材
な
ど
を
没
収
し
た
の
は
不
当

だ
と
し
て
、
五
月
十
二
日
、
教
員
、
保
護
者
二

十
七
人
が
東
京
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。 

 
「
心
と
か
ら
だ
の
学
習
」
は
、
障
害
の
あ
る

児
童
に
、
い
の
ち
の
尊
さ
や
生
き
る
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
、
か
け
が
え
の
な
い
自
分
、
相
手
に

対
す
る
思
い
や
り
、
身
体
の
働
き
、
社
会
生
活

の
ル
ー
ル
な
ど
を
学
び
育
て
る
も
の
で
、
都
教

育
庁
が
後
援
す
る
心
身
障
害
教
育
夏
季
専
門
研

修
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
高
く
評

価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
三
年
七
月
二
日
の
都
議
会

で
民
主
党
の
土
屋
都
議
が
、
同
校
の
性
教
育
を

    《７月の無料法律相談》 

７月７日（木）午後６時～８時 村松みえ子事務所 

７月１４日（木）午後１時～３時 

           市役所６階・共産党控え室                

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所  ℡599-3350 


